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〔問①〕記事の内容を読み、以下の（ ）に当てはまる言葉や数字を書き入れましょう。

1.2025年度、大分県へ移住した人は（  1751  ）人で、６年連続で過去最多を更新した。 

2.移住者の年齢層をみると、（ 30代  ）が20％で最も多く、次に（ 20代  ）が17％
と、若年層の移住が目立っている。 

3.移住元の地域は、福岡県からが（ 27 ）％、首都圏からが（ 21 ）％を占めている。 

4.市町村別の移住者数で最も多かったのは（ 日田市  ）で、290人だった。 

〔問②〕記事では、大分県は人手不足を解消するため、2026年度から運輸、建設、医療、介
護などの分野に就職した移住者に対し、支援金を加算することを決めました。
 大分県がこれら特定の分野に絞って支援を厚くするのはなぜでしょうか。あなたの考えを
書いてください。

これらの分野は私たちの生活に欠かせない仕事（エッセンシャルワーク）でありながら、
特に人手が足りなくなると社会が回らなくなってしまうから。また、若い移住者にこれらの
職種に就いてもらうことで、地域の労働力不足を直接解決したいという狙いがあるから。

〔問③〕あなたが住んでいる地域や大分県全体に、もっと多くの若い世代に移住してもらい、
長く住み続けてもらうためには、どのような工夫が必要だと思いますか。「お金」以外で、
自由に提案してください。

「子育てと仕事が両立できる環境」をアピールしたら良いと思う。具体的には、シェアオ
フィスの中に無料の託児所がある施設をつくれば、都会から来たリモートワーカーも安心し
て働けるのではないだろうか。また、大分の豊かな自然を生かして、週末にキャンプや温泉
を楽しめる「移住者交流イベント」を定期的に開催すれば、地域に馴染みやすくなって長く
住んでくれると思う。
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